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 要  旨 
従来のモードロック型の超短パルス光(~3fs)の生成法はほぼ理論限界を迎えている。そこで新
たなアプローチとして遠共鳴三準位系によるラマン散乱過程を用いた方法が考えられている。1,2)  
遠共鳴三準位系において二波長ナノパルス( 3312.8061  nm 9311.7820  nm)を励起
光とし、その角周波数差を基底状態、励起状態の固有周波数差(  2*1122.11m THz)からず
らす二光子離調を制御し、基底状態と励起状態間のコヒーレンスを断熱的に励起することで位相
が互いに整った高次のラマン散乱光が発生し、励起光搬送波が位相変調されたパルス列を生成す
る。このとき得られる高いコヒーレンスにより、散乱広帯域サイドバンド光の同軸発生、超短パ
ルス光（11.8fs）を生成する事ができる。 
二光子離調はその符号により生成されたパルスのチャープの向きを決定することができ、離調
を（＋）にとればアップチャープ、（―）にとればダウンチャープパルスが生成される。離調が共
鳴よりも十分離れた断熱条件を満たす場合において Harris らは計算機を用いてダウンチャープ
パルスを正常分散媒質の群速度分散を考慮することでパルス圧縮を行い、サブフェムト秒パルス
幅(0.21fs)を予言 3)している。 
本研究では断熱条件だけでなく非断熱条件下におけるパルスのチャープ量を表す二次の位相分
散を数値計算によって求めた。そして離調を変えた時の二次の位相分散の振舞いを励起パルスの
ピーク前後の時間ごとに系統的に調べた。 
その結果断熱条件を満たす場合のHarrisら 3)が指摘した離調と二次の位相分散の符号の一致を
確認できた。さらに非断熱条件下では二次の位相分散に時間依存性が表れ安定したパルスが得ら
れないという事が分かった。またラマン散乱光の強度と位相の時間変化を調べた結果、二つの時
間変化には密接な関係があり、強度が無くなる時間において位相が 反転することが分かった。
これは強度波形が測定できれば位相のおおまかな形を予測できる事を意味する。位相の時間変化
を測定することが困難であるためこの結果は応用上重要である。更に二次の位相分散の強度依存
性の振舞いをサイドバンド光の解析表現から与えられる二次の位相分散に基づいて説明した。 
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